
2023 年度 JIA 日本建築大賞：52 間の縁側　写真：黒住直臣

2011 年度 JIA 日本建築大賞：ホキ美術館　写真：雁光舎（野田東徳）



日時 ：2025 年 11 月 6 日（木）9：00~ 18：30（懇親会 18:40 から）
集合場所 ：JR 千葉駅東口バス駐車エリア（詳細は参加案内状で別途連絡）
    ※午後からの参加の場合：　京成本線勝田台駅　12:30 集合
解散場所 ：千葉大学医学部ゐのはな同窓会館（利用交通機関等は別途連絡）
定員 ：50 名（原則先着順、募集定員に達し次第締め切り）
１次募集 ：JIA 会員で関東甲信越支部会員以外＝申込締切 8 月 30 日　　　　　　　　　
 2 次募集：JIA 会員、一般参加者 ( 全ての方 )＝申込締切 9 月 15 日
　　　　　※全国の会員の方に建築見学、大会参加していただけるよう計画したバスツアーです。
参加費 ：A-1/ 見学会（終日）＋昼食＋講演会 12,000 円 
    A-2/ 見学会（終日）＋昼食＋講演会＋懇親会 17,000 円
    B-1/ 午後から参加（52 間の縁側見学）＋昼食＋講演会 10,000 円　
    B-2/ 午後から参加（52 間の縁側見学）＋昼食＋講演会＋懇親会 15,000 円   
　　　　     C-1/ 講演会（17:00 ～ 18:30）のみ参加、無料（事前申込不要）
    C-2/ 講演会 + 懇親会 5,000 円（事前申込必要）
    ※参加費には観覧料、昼食代、イヤホンガイド、資料代、保険料含む
    ※ホキ美術館入館料 1,900 円、52 間の縁側見学料 2,000 円、昼食代 3,200 円
申込方法 ： 参加希望の方は、下記 Google フオームよりお申込み願います。（事前振込）
    https://forms.gle/nqWy7jsTPCtubysf6
問合せ先 ：公益社団法日本建築家協会 (JIA) 関東甲信越支部事務局 urbantrip@jia.or.jp
主催 ：公益社団法人日本建築家協会 (JIA) 関東甲信越支部アーバントリップ実行委員会＋千葉地域会 (JIA 千葉 )                          
協賛 ：旭ビルウオール（株）、（株）イケガミ、（株）東京工営、三協立山（株）、( 株 ) ユニオン
協力 ：（株）新国際通信社 

JIA 建築家大会 2025 千葉　エクスカーション ・ 講演会 ・ 懇親会
/ 第 104 回 JIA アーバントリップ

「設計者と行く、 ふたつの JIA 建築大賞 in 千葉」
今回の見学会では、千葉に縁遠い地域からお越しの皆様にも心を込めたおもてなしとして、ぜひご覧いただきたい JIA
建築大賞受賞の 2 つの建築を訪ねます。
ホキ美術館は、世界でも珍しい写実絵画専門の美術館として、2010 年 11 月に千葉市緑区に開館しました。これまでに
JIA 建築大賞、BCS 賞、千葉県建築文化賞など数々の賞を受賞しています。
オーナーでもある保木館長の「写実絵画と 1 対 1 で向き合える場所をつくりたい」という純粋な思いから生まれました。
昭和の森に隣接する自然豊かな立地を活かし、自然光を取り入れながら、森を散策するように絵画を楽しめる空間が実
現されています。ギャラリーは写実絵画を最適に鑑賞できるよう、壁と絵だけのシンプルな構成とし、視界にピクチャー
レールなど余計なものを排除し、最適な距離感にもこだわっています。
52 間の縁側は、地域の誰もが集える高齢者デイサービスとして、2024
年に日本建築学会賞（作品）2023 年に JIA 日本建築大賞、グッドデザ
イン大賞の三冠を達成しました。木の温もりを感じる開放的な空間に、
一直線の縁側が象徴的でお寺のようでもあります。この施設を運営する
のは、デイサービス「いしいさん家」の石井英寿氏。介護する側の都合
ではなく、利用者の「普通の生活」を大切にしたいという石井氏の思いを、
設計者の山﨑健太郎氏が 6 年をかけて形にしました。この施設では「追
いかけない、来るまで待つ」という真逆の考え方を貫き、いまでは高齢
者だけでなく、障害者や地域の子どもたちも自然と集まる “みんなの居
場所” になっています。
当日はホキ美術館では山梨知彦氏（日建設計）、52 間の縁側では山﨑健
太郎氏（山﨑健太郎デザインワークショップ）に、現地で直接、設計の
ンセプトやエピソードを伺います。
建築オーナーの強い想いから生まれ、フォルムやデザインにこだわり抜
かれた美術館と、利用者が明るく楽しく集まれるように丁寧に組み立て
た高齢者施設──用途も規模も環境も全く異なる 2 つの建築を、設計者
本人から聞く貴重な機会です。ツアー最後には山梨氏、山﨑氏のお二人
によるレクチャーも予定しています。建築主や利用者の声をどのように
建築へと形づくるのか、そのヒントを皆さんと共有できれば幸いです。
                    

52 間の縁側　外観　写真：黒住直臣

ホキ美術館　内観　写真：雁光舎（野田東徳）

山梨知彦  氏　（日建設計
/ 日本建築学会　副会長）

山﨑健太郎  氏
（山﨑健太郎デザインワーク
ショップ / 工学院大学教授）


